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仮
名
本

『

曽
我
物
語』

年
譜
考

小

井

土

守

敏

は
じ
め
に

仮
名
本

『

曽
我
物
語』

は
、
真
名
本
に
比
較
し
て
年
代
の
記
述
が
少
な
い
。
と
は
い
え
、
仮
名
本
の
本
文
が
年
代
を
無
視
し
て
い
た
り
、
時

系
列
に
大
き
な
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
ま
ま
物
語
が
進
行
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
人
物
の
年
齢
の
表
示
に
よ
っ
て
、
作
品
中
の
時
間
の

経
過
の
お
お
よ
そ
は
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
真
名
本
お
よ
び
真
名
本
訓
読
本
で
は
、
年
代
の
表
示
は
頻
繁
に
行
わ
れ
、
い

く
つ
か
の
齟
齬
・
誤
謬
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
時
系
列
を
把
握
し
な
が
ら
物
語
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
真
名
本
に
つ
い
て
は
、
刑
部
久
氏
に

よ
っ
て
整
理
が
行
わ
れ
て
お
り

(

１)

、
真
名
本
訓
読
本
に
つ
い
て
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『

曽
我
物
語』 (

２)

の
巻
末
の
年
表
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
で
は
、
仮
名
本
に
お
け
る
年
代
表
示
や
登
場
人
物
の
年
齢
表
示
等
に
基
づ
い
て
年
譜
を
作
成
し
て
い
っ
た
ら
ど
の
よ
う
に
な
る
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
試
み
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。

ま
ず
は
年
譜
を
掲
出
し
、
そ
の
後
に
、
そ
の
年
代
確
定
の
根
拠
を
示
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。
年
譜
の
作
成
に
あ
た
り
依
拠

し
た
本
文
に
は
、
仮
名
本
の
中
で
も
末
流
に
位
置
す
る
流
布
本

(

正
保
三
年

(

一
六
四
六)
版)

を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
が
載
る

仮
名
本

『

曽
我
物
語』

年
譜
考

一
〇
七

大
妻
国
文

第
53
号

二
〇
二
二
年
三
月



巻
数
を
巻
一
の
よ
う
に
示
し
た
。
巻
数
表
示
が
な
い
も
の
は
、
本
文
に
記
載
は
な
い
が
、
考
証
・
計
算
の
結
果
、
記
し
て
お
く
べ
き
と
判
断

し
た
も
の
で
あ
る
。
仮
名
本
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、
真
名
本
に
よ
っ
て
補
う
が
、
そ
の
際
に
は
そ
の
旨
を
明
記
し
て
い
る
。
下
段
に
、
主
要

登
場
人
物
の
年
齢
を
示
し
、
特
に
本
文
に
示
さ
れ
た
年
齢
に
は
傍
線
を
付
し
た
。
参
考
ま
で
に
、｢

社
会
の
出
来
事｣

も
略
記
し
た
。
記
載
の

対
象
は
作
中
時
間
内
の
記
事
に
限
り
、
引
用
さ
れ
る
傍
系
説
話
の
中
で
流
れ
る
時
間
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。
改
元
が
行
わ
れ
た
年
に
つ
い
て

は
、
各
元
号
の

｢
元
年｣

を
示
し
、
前
元
号
の
最
終
年
次
は
省
い
て
い
る
。

一
〇
八

一
一
四
一

一
一
四
二

一
一
四
三

一
一
四
四

一
一
四
五

一
一
四
六

一
一
四
七

一
一
四
八

一
一
四
九

一
一
五
〇

一
一
五
一

一
一
五
二

一
一
五
三

西

暦

永
治
元
年

康
治
元
年

康
治
二
年

天
養
元
年

久
安
元
年

久
安
二
年

久
安
三
年

久
安
四
年

久
安
五
年

久
安
六
年

仁
平
元
年

仁
平
二
年

仁
平
三
年

和

暦

兄
弟
の
母
、
こ
の
頃
誕
生
か
。

工
藤
祐
経

(

金
石)
、
誕
生
。

河
津
祐
重
、
誕
生
か
。

伊
東
祐
親
、
箱
根
別
当
に
伊
東
祐
継
の
呪
詛
を
依
頼
か
。
巻
一

七
月
十
三
日
、
伊
東
祐
継
、
病
死
。
享
年
43
。
遺
児
金
石
９
歳
。

巻
一

伊
東
祐
親
、
伊
東
の
地
に
移
り
、
伊
東
祐
継
の
一
周
忌
を
営
む
。

巻
一

作
中
の
出
来
事

源
頼
朝
、
誕
生
。

社
会
の
出
来
事

祐成

年

齢

時致

虎

御房

１２３４５６７８ 祐重

１２３４５６７８９10111213 母

１２３４５６７８９1011 祐経

１２３４５６７ 頼朝
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本

『

曽
我
物
語』

年
譜
考

一
〇
九

一
一
五
四

一
一
五
五

一
一
五
六

一
一
五
七

一
一
五
八

一
一
五
九

一
一
六
〇

一
一
六
一

一
一
六
二

一
一
六
三

一
一
六
四

一
一
六
五

一
一
六
六

一
一
六
七

一
一
六
八

一
一
六
九

久
寿
元
年

久
寿
二
年

保
元
元
年

保
元
二
年

保
元
三
年

平
治
元
年

永
暦
元
年

応
保
元
年

応
保
二
年

長
寛
元
年

長
寛
二
年

永
万
元
年

仁
安
元
年

仁
安
二
年

仁
安
三
年

嘉
応
元
年

伊
東
祐
親
、
伊
東
祐
継
の
三
回
忌
を
営
む
。
巻
一

金
石
、
元
服
し
て
工
藤
祐
経
と
名
乗
る

(

真
名
本
で
は
13
歳
の

時)

。
巻
一

工
藤
祐
経
、
伊
東
祐
親
女
万
劫
と
結
婚
し
、
武
者
所
に
出
仕
。

巻
一

伊
東
祐
親
、
伊
東
・
河
津
を
占
有
す
る
。
巻
一

工
藤
祐
経
、
武
者
所
一
臈
と
な
る
。
巻
一

工
藤
祐
経
の
母
、
没
。
祐
経
は
伊
東
の
地
券
文
書
を
手
に
入
れ

る
。
巻
一

三
月
、
工
藤
祐
経
、
訴
状
を
提
出
。
裁
断
が
下
る
も
、
祐
経
は
そ

れ
を
不
服
と
す
る
。
巻
一

工
藤
祐
経
が
、
伊
東
祐
親
襲
撃
を
画
策
、
計
画
が
露
見
し
、
妻

(

祐
親
女)

と
別
れ
さ
せ
ら
れ
た
の
は
こ
の
頃
か
。
巻
一

七
月
、
保
元
の
乱
。

九
月
、
源
為
朝
、
伊
豆
配
流
。

八
月
、
二
条
天
皇
即
位
。

十
二
月
、
平
治
の
乱
。

三
月
、
源
頼
朝
、
伊
豆
配
流
。

八
月
、
崇
徳
上
皇

(

46)

、
配
流
先

に
崩
御
。

二
月
、
平
清
盛
、
任
従
一
位
太
政
大

臣
。

９101112131415161718192021222324

14151617181920212223242526272829
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一
一
〇

一
一
七
〇

一
一
七
一

一
一
七
二

一
一
七
三

一
一
七
四

一
一
七
五

一
一
七
六

一
一
七
七

一
一
七
八

嘉
応
二
年

承
安
元
年

承
安
二
年

承
安
三
年

承
安
四
年

安
元
元
年

安
元
二
年

治
承
元
年

治
承
二
年

工
藤
祐
経
、
京
都
の
武
者
所
を
辞
し
、
伊
豆
国
に
潜
伏
、
大
見

小
藤
太
・
八
幡
三
郎
に
、
祐
親
暗
殺
を
命
じ
た
の
は
こ
の
頃
か
。

巻
一

一
万
、
誕
生
。

箱
王
、
誕
生
。

源
頼
朝
、
伊
東
祐
親
の
娘
と
の
間
に
千
鶴
御
前
を
儲
け
る
か
。

巻
一

十
月
、
伊
東
祐
親
の
館
に
あ
る
源
頼
朝
を
囲
ん
で
饗
応
の
宴
を
催

し
、
続
け
て
奥
野
の
狩
開
催
。
巻
一

奥
野
の
狩
の
帰
路
、
河
津
祐
重
、
大
見
小
藤
太
・
八
幡
三
郎
に

襲
撃
さ
れ
る
。
享
年
31
。
巻
一

五
七
日
の
仏
事
。
一
万
、
卒
塔
婆
の
間
に
亡
父
を
探
す
。
巻
一

御
房
、
誕
生
。
伊
東
祐
清
、
養
子
と
す
る
。
巻
一

河
津
祐
重
の
百
ヶ
日
の
法
要
。
巻
一

河
津
祐
重
妻
、
一
万
・
箱
王
を
連
れ
曽
我
祐
信
に
再
嫁
。
巻
一

伊
東
祐
清
、
大
見
・
八
幡
を
討
つ
。
巻
二

伊
東
祐
親
、
千
鶴
御
前
を
殺
害
。
享
年
３
。
巻
二

八
月
下
旬
、
源
頼
朝
、
伊
東
を
脱
出
、
北
条
時
政
を
頼
る

(

吾
妻

鏡
で
は
安
元
元
年)

。
巻
二

源
頼
朝
、
政
子

(

二
十
一
の
君)

の
も
と
に
通
う
。
巻
二

政
子
、
山
木
兼
隆
の
も
と
へ
嫁
す
も
、
伊
豆
山
権
現
へ
逃
走
し

た
の
は
こ
の
頃
か
。
巻
二

源
頼
朝
、
伊
豆
山
権
現
で
政
子
と
再
会
。
藤
九
郎
盛
長
の
夢
見

と
懐
島
景
信
の
夢
合
わ
せ
は
こ
の
頃
か
。
巻
二

源
為
朝

(

33)

、
伊
豆
大
島
に
て

狩
野
茂
光
に
攻
め
ら
れ
没
。

四
月
、
京
都
で
安
元
の
大
火
。

六
月
、
鹿
ヶ
谷
事
件
。

三
月
、
京
都
で
治
承
の
大
火
。

１２３４５６７

１２３４５

１２３４

１２３

252627282930�
303132333435363738

282930313233343536

242526272829303132



仮
名
本

『

曽
我
物
語』

年
譜
考

一
一
一

一
一
七
九

一
一
八
〇

一
一
八
一

一
一
八
二

一
一
八
三

一
一
八
四

一
一
八
五

一
一
八
六

一
一
八
七

一
一
八
八

一
一
八
九

一
一
九
〇

治
承
三
年

治
承
四
年

養
和
元
年

寿
永
元
年

寿
永
二
年

元
暦
元
年

文
治
元
年

文
治
二
年

文
治
三
年

文
治
四
年

文
治
五
年

建
久
元
年

八
月
十
七
日
夜
、
源
頼
朝
挙
兵
。
山
木
兼
隆
を
襲
撃
。
巻
二

伊
東
祐
親
、
処
刑
。
巻
二

伊
東
祐
清
、
上
洛
し
て
平
家
に
加
わ
る
。
巻
二

源
頼
朝
、
鎌
倉
に
居
を
占
め
鶴
岡
八
幡
宮
を
勧
請
す
る
。
巻
二

九
月
、
一
万
・
箱
王
、
名
月
に
父
を
恋
う(

真
名
本
は
養
和
元
年)

。

巻
三

一
万
・
箱
王
、
母
に
訓
戒
を
受
け
る
。
巻
三

一
万
・
箱
王
、
由
比
ヶ
浜
に
て
処
刑
さ
れ
そ
う
に
な
る
。
巻
三

九
月
、
源
頼
朝
、
任
征
夷
大
将
軍

(

吾
妻
鏡
に
建
久
三
年
七
月
十

二
日)

。
巻
二

一
万
、
元
服
し
て
曽
我
十
郎
祐
成
と
名
乗
る
。
巻
四

箱
王
、
箱
根
入
山

(

真
名
本
は
元
暦
二
年)

。
巻
四

十
二
月
、
箱
王
、
歳
末
に
父
の
不
在
を
歎
く
。
巻
四

一
月
、
源
頼
朝
、
箱
根
参
詣
。
箱
王
、
工
藤
祐
経
に
会
い
刀
を
授

か
る
。
巻
四

九
月
、
箱
王
、
箱
根
を
離
山
、
北
条
時
政
の
も
と
で
元
服
し
、
曽

我
五
郎
時
致
と
名
乗
る

(

吾
妻
鏡
に
九
月
七
日)

。
巻
四

十
一
月
、
治
承
三
年
の
政
変
。

四
月
、
以
仁
王
の
挙
兵
。

六
月
、
福
原
遷
都
。

十
月
、
頼
朝
鎌
倉
入
り
。

閏
二
月
、
平
清
盛

(

64)

没
。

鎌
倉
、
若
宮
大
路
造
成
。
京
都
、

飢
饉
。

六
月
、
伊
東
祐
清
、
篠
原
合
戦
に
て

没
。

一
月
、
木
曽
義
仲

(

31)

没
。

三
月
、
平
氏
滅
亡
。

十
一
月
、
守
護
地
頭
設
置
。

八
月
、
西
行
、
鎌
倉
に
源
頼
朝
を
訪

問
。

閏
四
月
、
源
義
経

(

31)

没
。

二
月
、
西
行

(

73)

没
。

８９10�12�141516171819

６７８９10�12�141516�
５６７８９10111213141516

４５６７８９101112131415

394041424344454647484950

373839404142434445464748

333435363738394041424844



一
一
二

一
一
九
一

一
一
九
二

一
一
九
三

建
久
二
年

建
久
三
年

建
久
四
年

兄
弟
の
母
、
五
郎
を
勘
当
す
る
。
巻
四

十
一
月
、
源
頼
朝
、
上
洛
。
任
右
大
将
。
巻
二

工
藤
祐
経
、
伊
東
他
所
領
を
拝
領
し
、
権
勢
を
誇
る
。
巻
二

兄
弟
、
京
の
小
次
郎
に
協
力
を
頼
み
拒
ま
れ
る

(

真
名
本
は
建

久
二
年
十
月
中
旬)

。
巻
四

十
郎
、
母
に
訓
戒
を
受
け
る
。
巻
四

十
郎
、
虎
の
も
と
に
通
い
始
め
る

(

真
名
本
は
十
一
月
上
旬)

。

巻
四

兄
弟
、
大
磯
宿
で
工
藤
祐
経
を
見
つ
け
、
追
跡
。
巻
四

十
郎
、
三
浦
義
村
と
の
喧
嘩
・
三
浦
の
片
貝
の
事
等
は
こ
の
頃

か
。
巻
四

五
月
上
旬
、
十
郎
、
虎
を
伴
い
曽
我
の
里
で
過
ご
す
。
巻
四

五
郎
、
化
粧
坂
下
の
女
の
も
と
に
通
う
の
は
こ
の
頃
か
。
巻
五

三
月
、
頼
朝
、
浅
間
・
三
原
野
・
那
須
を
巡
る
狩
開
催
。
兄
弟
、

随
行
す
る
。
巻
五

頼
朝
、
富
士
裾
野
の
巻
狩
開
催
を
告
知
、
兄
弟
、
随
行
を
決
め

る
。
巻
五

兄
弟
、
三
浦
与
一
に
協
力
を
頼
み
拒
ま
れ
る
。
巻
五

五
郎
、
化
粧
坂
下
の
女
の
こ
と
で
、
梶
原
景
季
に
か
ら
ま
れ
る
。

巻
五

十
郎
、
大
磯
宿
に
て
、
和
田
義
盛
と
盃
論
。
巻
六

五
月
、
十
郎
、
曽
我
に
て
虎
に
敵
討
ち
の
宿
願
を
語
り
、
山
彦
山

に
て
別
れ
る
。
巻
六

兄
弟
、
母
に
勘
当
を
解
い
て
も
ら
い
小
袖
を
乞
う
。
巻
七

五
月
、
兄
弟
、
富
士
裾
野
へ
向
け
、
曽
我
の
里
を
発
つ
。
巻
七

兄
弟
、
箱
根
に
て
暇
乞
い
。
別
当
よ
り
太
刀
・
刀
を
授
か
る
。

七
月
、
源
頼
朝
、
任
征
夷
大
将
軍
。

2021�
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仮
名
本

『

曽
我
物
語』

年
譜
考

一
一
三

一
一
九
四

建
久
五
年

巻
八

五
月
、
頼
朝
、
富
士
の
巻
狩
開
催
。
巻
九

五
月
二
十
八
日
夜
、
兄
弟
、
工
藤
祐
経
を
討
つ
。
祐
経
享
年
51
。

巻
九

十
郎
、
仁
田
忠
常
に
討
た
れ
る
。
享
年
22
。
五
郎
、
逮
捕
。

巻
九

五
郎
、
逮
捕
翌
日
、
尋
問
の
の
ち
処
刑
。
享
年
20
。
巻
十

六
月
、
兄
弟
の
遺
骨
が
、
尾
河
三
郎
や
宇
佐
美
禅
師
ら
に
よ
り
曽

我
に
届
け
ら
れ
る
。(

真
名
本)

源
頼
朝
、
兄
弟
の
母
に
、
曽
我
荘
を
与
え
、
苦
役
御
免
と
す
る
。

(

真
名
本)

伊
東
禅
師

(
御
房)

、
没
。
享
年
18

(

真
名
本
に
六
月
、
吾
妻

鏡
に
七
月
二
日)
。
巻
十

八
月
、
京
の
小
次
郎
、
没
。
巻
十

三
浦
与
一
、
出
家
。
巻
十

九
月
、
五
郎
の
処
刑
執
行
人
伊
豆
次
郎
、
病
死
。
享
年
27
。
巻
十

九
月
、
出
家
し
た
虎
が
曽
我
の
里
を
訪
れ
る
。
箱
根
で
の
仏
事

(

真
名
本
で
は
、
虎
は
箱
根
に
て
出
家
。
吾
妻
鏡
で
は
、
箱
根

で
の
仏
事
は
六
月)

。
巻
十
一

虎
、
井
出
の
屋
形
訪
問
。
巻
十
二

虎
、
手
越
の
少
将
を
訪
問
。
少
将
出
家
。
27
歳
。
巻
十
二

虎
、
大
阪
・
四
天
王
寺
に
て
、
王
藤
内
の
妻
と
会
う
。(
真
名
本)

五
月
、
兄
弟
の
一
周
忌
の
法
要
。
虎
、
参
列
。
丹

(

道)

三
郎
・

鬼
王
丸
、
出
家
。(

真
名
本)

虎
と
少
将
、
善
光
寺
に
修
行

(

真
名
本
で
は
六
月)

。
巻
十
二

虎
と
少
将
、
京
に
て
法
然
に
会
う

(

真
名
本
で
は
善
光
寺
で
京

八
月
、
源
範
頼
没
。

20

54

48



一
一
四

一
一
九
五

一
一
九
六

一
一
九
七

一
一
九
八

一
一
九
九

一
二
〇
〇

一
二
〇
一

一
二
〇
二

一
二
〇
三

一
二
〇
四

一
二
〇
五

一
二
〇
六

建
久
六
年

建
久
七
年

建
久
八
年

建
久
九
年

正
治
元
年

正
治
二
年

建
仁
元
年

建
仁
二
年

建
仁
三
年

元
久
元
年

元
久
二
年

建
永
元
年

の
小
次
郎
の
妻
と
会
う)

。
巻
十
二

虎
と
少
将
、
廻
国
修
行
を
終
え
、
大
磯
の
高
麗
寺
に
草
庵
を
結

ぶ
。
巻
十
二

五
月
、
兄
弟
の
三
回
忌
の
法
要
。
虎
、
参
列
。
巻
十
二

母
、
曽
我
祐
信
と
と
も
に
出
家
。(

真
名
本)

(
五
月
二
十
八
日
、
兄
弟
の
母
、
没
。(

真
名
本))

虎
、
井
出
の
屋
形
再
訪
問
。
神
と
祀
ら
れ
た
兄
弟
の
社
に
参
詣

す
る
。(
真
名
本)

曽
我
祐
信
、
没
。(

真
名
本)

三
月
、
丹

(

道)
三
郎
・
鬼
王
丸
、
廻
国
修
行
を
終
え
、
曽
我
の

里
へ
帰
る
。(

真
名
本)

五
月
、
兄
弟
の
七
回
忌
の
法
要
。
母
と
二
宮
の
姉
、
高
麗
寺
に
虎

を
訪
ね
る
。
巻
十
二

十
二
月
、
母
、
没
か
。
享
年

｢
六
十
の
暮
れ
方｣

(

真
名
本
は
正

治
元
年
五
月
二
十
八
日)

。
巻
十
二

虎
の
母
、
仲
間
の
遊
女
た
ち
十
二
名
が
、
虎
の
も
と
で
次
々
と

出
家
。(

真
名
本)

こ
の
頃
ま
で
に
、
虎
の
母
、
没
。(

真
名
本)

二
月
十
八
日
、
丹

(

道)

三
郎
、
十
九
日
、
鬼
王
丸
、
没
。(

真

名
本
。
兄
弟
の
十
三
回
忌
の
年
に
あ
た
る)

一
月
、
後
鳥
羽
院
に
よ
る
院
政
開
始
。

一
月
、
源
頼
朝

(

53)

没
。

一
月
、
梶
原
景
時
の
変
。
景
時
・
景

季

(

39)

没
。

九
月
、
仁
田
忠
常

(

37)

没
。

七
月
、
源
頼
家

(

23)

没
。

六
月
、
畠
山
重
忠
の
乱
。
重
忠(

43)

没
。

212223242526272829303132
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仮
名
本

『

曽
我
物
語』

年
譜
考

一
一
五

一
二
〇
七

一
二
〇
八

一
二
〇
九

一
二
一
〇

一
二
一
一

一
二
一
二

一
二
一
三

一
二
一
四

一
二
一
五

一
二
一
六

一
二
一
七

一
二
一
八

一
二
一
九

一
二
二
〇

一
二
二
一

一
二
二
二

一
二
二
三

一
二
二
四

一
二
二
五

一
二
二
六

承
元
元
年

承
元
二
年

承
元
三
年

承
元
四
年

建
暦
元
年

建
暦
二
年

建
保
元
年

建
保
二
年

建
保
三
年

建
保
四
年

建
保
五
年

建
保
六
年

承
久
元
年

承
久
二
年

承
久
三
年

貞
応
元
年

貞
応
二
年

元
仁
元
年

嘉
禄
元
年

嘉
禄
二
年

十
月
、
鴨
長
明
、
鎌
倉
に
源
実
朝
を

訪
問
。

三
月
、
鴨
長
明

『

方
丈
記』

成
立
。

二
月
、
北
条
義
時
、
侍
所
別
当

(

執

権)

。

五
月
、
和
田
合
戦
。
義
盛(

67)

没
。

十
二
月
、『

金
槐
和
歌
集』

成
立
。

一
月
、
北
条
時
政

(

78)

没
。

一
月
、
源
実
朝

(

28)

、
暗
殺
。

慈
円

『

愚
管
抄』

成
立
。

五
月
、
承
久
の
乱
。

四
月
、『

海
道
記』

に
大
磯
〜
鎌
倉

の
記
事
。

六
月
、
北
条
義
時

(

62)

没
。

七
月
、
北
条
政
子

(

69)

没
。

一
月
、
藤
原
頼
経
、
任
鎌
倉
幕
府
四

代
将
軍
。

3334353637383940414243444546474849505152



一
、
曽
我
十
郎
祐
成
と
五
郎
時
致

基
準
と
な
る
の
は
、｢(

祐
成
は)

生
年
二
十
二
歳
に
し
て
、
建
久
四
年
五
月
二
十
八
日
の
夜
半
ば
か
り
に
、
駿
河
国
富
士
の
裾
野
の
露
と
消

一
一
六

一
二
二
七

一
二
二
八

一
二
二
九

一
二
三
〇

一
二
三
一

一
二
三
二

一
二
三
三

一
二
三
四

一
二
三
五

一
二
三
六

一
二
三
七

一
二
三
八

一
二
三
九

一
二
四
〇

一
二
四
一

一
二
四
二

一
二
四
三

一
二
四
四

安
貞
元
年

安
貞
二
年

寛
喜
元
年

寛
喜
二
年

寛
喜
三
年

貞
永
元
年

天
福
元
年

文
暦
元
年

嘉
禎
元
年

嘉
禎
二
年

嘉
禎
三
年

暦
仁
元
年

延
応
元
年

仁
治
元
年

仁
治
二
年

仁
治
三
年

寛
元
元
年

寛
元
二
年

(

虎
、
没
。
享
年
64
。(

真
名
本))

虎
、
没
。
享
年

｢

七
旬｣

(

真
名
本
で
は
64
歳)
。
巻
十
二

八
月
、
御
成
敗
式
目
の
制
定
。

八
月
、『

東
関
紀
行』

に
鎌
倉
遊
覧

記
事
。

六
月
、
鎌
倉
大
仏
供
養
。

四
月
、
藤
原
頼
嗣
、
任
鎌
倉
幕
府
五

代
将
軍
。

5354555657585960616263�6566676869�



え
に
け
り｣

(

巻
九
・
十
郎
討
ち
死
に
の
事)

と
い
う
記
述
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
件
は
、
諸
伝
本
を
は
じ
め
、『

吾
妻
鏡』

に
も
敵
討
ち
事

件
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
疑
う
余
地
は
な
い
が
、
ま
ず
、
仮
名
本
で
も
こ
の
敵
討
ち
事
件
の
期
日
、
祐
成
の
年
齢
に
つ
い
て

異
同
な
く
明
記
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
時
致
は
祐
成
の
二
歳
下
。
こ
れ
は
、
兄
弟
が
物
語
に
初
め
て
登
場
す
る
と
こ
ろ
で
、｢

兄
は

一
万
と
て
五
つ
な
り
。
弟
は
箱
王
と
て
三
つ
に
ぞ
な
り
に
け
る｣

(

巻
一
・
河
津
討
た
れ
し
事)

と
見
え
、
ま
た
、
敵
討
ち
に
先
立
ち
曽
我
の

里
を
出
発
す
る
兄
弟
が
辞
世
の
歌
を
詠
ん
だ
場
面
で
も
、｢

祐
成
生
年
二
十
二
、(

中
略)

五
郎
時
致
生
年
二
十
歳｣

(

巻
七
・
母
の
勘
当
許
さ

れ
し
事)

と
あ
っ
て
一
貫
し
て
い
る
。
建
久
四
年

(

一
一
九
三)

に
兄
二
十
二
歳
・
弟
二
十
歳
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
兄
弟
の
生
年
、

兄
が
承
安
二
年

(

一
一
七
二)
、
弟
が
同
四
年

(

一
一
七
四)

が
判
明
す
る

(

３)

。

先
に
記
し
た
よ
う
に
、
仮
名
本
は
年
代
表
示
に
よ
る
よ
り
も
、
兄
弟
の
年
齢
表
示
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
系
列
を
表
す
こ
と
が
多
い
。
兄
弟
が

父
河
津
三
郎
を
失
っ
た
の
は
、
五
歳
・
三
歳
の
時
で
あ
る
か
ら
、
河
津
の
没
年
は
安
元
二
年

(

一
一
七
六)

。
つ
ま
り
、
河
津
が
そ
の
帰
路
に

命
を
落
と
し
た

｢

伊
豆
国
奥
野
の
狩｣

は
、
こ
の
年
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
仮
名
本
で
は
、｢

頃
は
神
無
月
十
日
あ
ま
り
の
事
な
れ
ば｣

(

巻
一
・
河
津
討
た
れ
し
事)

と
あ
る
の
で
、
そ
の
月
日
も
概
ね
確
定
で
き
る
。
そ
も
そ
も
真
名
本
に
は
、｢

安
元
二
年
丙
申
神
無
月
十
日
余
り

の
事｣

(

巻
二)

と
明
記
さ
れ
、
河
津
の
享
年
を

｢
三
十
一｣

と
記
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
仮
名
本
で
も
、
こ
こ
に
先
立
つ
狩
場
の
余
興
に
行

わ
れ
た
相
撲
の
場
面
に
お
い
て
、
河
津
は

｢

菩
薩
な
り
に
し
て
色
浅
黒
く
、
丈
は
六
尺
二
分
、
年
は
三
十
一
に
ぞ
な
り
け
る｣

と
紹
介
さ
れ
る

(

４)

。

こ
の
享
年
に
従
え
ば
、
河
津
の
生
年
は
久
安
二
年

(

一
一
四
六)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

同
様
に
し
て
、
仮
名
本
に
お
け
る
兄
弟
の
記
事
を
追
っ
て
い
く
と
、
河
津
の
五
七
日

(

三
十
五
日)

の
仏
事
が
営
ま
れ
、
一
万
が
造
立
さ
れ

た
卒
塔
婆
の
間
に
亡
き
父
を
探
し
た
の
は
同
年
十
一
月
下
旬
、
兄
弟
の
弟
御
房
が
生
ま
れ
た
の
は
、
四
十
九
日
の
翌
日
と
あ
る
の
で
同
年
十
二

月
中
旬
の
頃
と
な
る
。
百
箇
日
の
法
要
は
、
年
が
明
け
て
治
承
元
年

(

一
一
七
七)

一
月
下
旬
に
執
り
行
わ
れ
た
こ
と
と
な
り
、
こ
の
法
要
を

機
に
尼
に
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
兄
弟
の
母
で
あ
っ
た
が
、
伊
東
祐
親
に
説
得
さ
れ
て
、
二
人
の
子
ど
も
と
共
に
、
曽
我
太
郎
祐
信
の
も

と
へ
再
嫁
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
兄
弟
が
養
父
の
も
と
へ
移
っ
た
の
は
、
兄
六
歳
、
弟
四
歳
の
時
の
こ
と
と
な
る
。

仮
名
本

『

曽
我
物
語』

年
譜
考

一
一
七



九
歳
、
七
歳
に
な
っ
た
兄
弟
が
、
月
夜
に
空
を
行
く
雁
を
見
て
亡
き
父
を
偲
ん
だ
と
い
う
、
古
来
好
ま
れ
て
き
た
場
面
は
、
治
承
四
年

(

一

一
八
〇)

の
九
月
十
三
日
に
あ
た
る
。
源
頼
朝
が
伊
豆
国
に
兵
を
挙
げ
て
か
ら
一
ヶ
月
の
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
真
名
本
で
は
、
こ
の

年
を

｢
養
和
元
年
辛
丑
年｣

(

一
一
八
一)

と
し
て
お
り
、
食
い
違
い
が
生
じ
て
い
る
。

月
夜
に
父
を
偲
ん
で
か
ら

｢

三
年
の
春
秋｣

が
流
れ
、｢

一
万
十
一
、
箱
王
九｣

に
な
っ
た
年
、
仮
名
本
で
は
、
兄
弟
が
頼
朝
に
召
喚
さ
れ

て
由
比
ヶ
浜
で
処
刑
さ
れ
そ
う
に
な
る
と
い
う
記
事
を
載
せ
る
。
三
年
の
経
過
と
兄
弟
の
年
齢
に
つ
い
て
は
、
そ
の
数
え
方
に
よ
る
の
で
あ
ろ

う
が
、
こ
こ
で
は
年
齢
を
基
準
に
す
る
と
、
寿
永
元
年

(

一
一
八
二)

の
こ
と
と
な
る
。
こ
の
記
事
は
、
仮
名
本
に
増
補
さ
れ
た
設
定
で
あ
る

が
、｢

保
元
の
合
戦
に
、
為
義
、
義
朝
に
斬
ら
れ
、
平
治
の
乱
れ
に
、
義
朝
、
長
田
に
討
た
れ
し
よ
り
こ
の
か
た
、
驕
れ
る
平
家
を
悉
く
滅
ぼ

し
、
天
下
を
心
の
ま
ま
に
す
る
事
、
我
等
が
先
祖
に
を
き
て
は
、
頼
朝
に
勝
る
果
報
者
あ
ら
じ｣

(

巻
三
・
源
太
、
曽
我
へ
兄
弟
召
し
の
御
使

ひ
に
行
き
し
事)

と
、
保
元
・
平
治
、
治
承
・
寿
永
の
乱
を
経
て
の
こ
と
と
し
て
語
り
出
さ
れ
る
。
周
知
の
通
り
、
平
家
の
滅
亡
は
、
そ
れ
を

壇
ノ
浦
合
戦
と
す
る
な
ら
ば
、
文
治
元
年

(
一
一
八
五)

三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
年
代
を
記
さ
ず
に
、
史
実
を
三
年
ほ
ど
遡
ら
せ
て
語
る
の
で

あ
る
。
ち
な
み
に
仮
名
本
で
は
、
こ
の
記
事
に
先
立
つ
巻
二
の
末
尾
で
、｢(

頼
朝
は)

寿
永
二
年
九
月
四
日
に
、
居
な
が
ら
征
夷
将
軍
の
院
宣

を
蒙
り｣

(

巻
二
・
八
幡
大
菩
薩
の
事)

と
あ
り
、
そ
れ
は
兄
弟
が
由
比
ヶ
浜
で
処
刑
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
翌
年
の
こ
と
と
な
る
。
征
夷
大
将

軍
を
任
命
さ
れ
る
前
年
に
は
、
平
家
の
追
討
を
終
え
て
い
た
だ
ろ
う
と
い
う
解
釈
だ
ろ
う
か
。
真
名
本
で
は
、
頼
朝
は
建
久
元
年

(

一
一
九
〇)

十
一
月
に
上
洛
、
任
大
納
言
右
近
衛
大
将
、｢

日
本
将
軍｣

の
勅
命
が
下
っ
た
と
記
す
。｢

日
本
将
軍｣

が
何
を
指
す
か
不
明
だ
が
、
征
夷
大
将

軍
だ
と
し
て
も
、
や
は
り
史
実
に
食
い
違
う
。
頼
朝
の
征
夷
大
将
軍
任
命
に
つ
い
て
は
、『

平
家
物
語』

で
も
寿
永
二
年
と
し
て
お
り
、
仮
名

本
は
こ
れ
に
よ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
巨
大
な
権
力
者
に
よ
っ
て
、
幼、
い、
兄、
弟、
が
処
刑
さ
れ
か
か
る
場
面
を
創
出
す
る
た

め
の
設
定
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
一
万
は
十
三
歳
に
し
て
元
服
、
曽
我
十
郎
祐
成
を
名
乗
る
。
箱
王
は
十
一
歳
に
し
て
箱
根
に
入
山
す
る
。
兄
弟
が
十
三
歳
、
十
一
歳

と
な
る
の
は
、
元
暦
元
年

(

一
一
八
四)

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
真
名
本
で
は
、
兄
弟
の
年
齢
は
十
三
歳
、
十
一
歳
と
し
な
が
ら
、

一
一
八



そ
れ
を

｢

元
暦
二
年
乙
巳
年｣

(

一
一
八
五
・
文
治
に
改
元)

と
表
示
す
る
。
こ
こ
で
も
真
名
本
は
、
一
年
の
食
い
違
い
が
見
え
る
。

箱
根
に
登
っ
た
箱
王
が
十
三
歳
と
な
っ
た
年
の
歳
末
、
里
か
ら
の
便
り
に
箱
王
の
も
と
に
だ
け
父
か
ら
の
も
の
が
な
い
こ
と
で
、
箱
王
は
深

く
悲
し
む
。
こ
れ
を
機
に
、
新
年
の
祝
言
も
忘
れ
て
権
現
に
敵
討
ち
の
こ
と
を
祈
っ
た
、
と
あ
る

(

巻
四
・
箱
王
、
箱
根
へ
登
る
事)

。
そ
の

祈
誓
の
お
か
げ
か
、
そ
の
正
月
十
五
日
に
、
源
頼
朝
が
伊
豆
箱
根
二
所
詣
が
あ
り
、
箱
王
は
敵
の
工
藤
祐
経
に
対
面
す
る
こ
と
と
な
る
。
仮
名

本
に
年
代
表
示
は
な
い
が
、
箱
王
十
三
歳
の
年
は
文
治
二
年

(

一
一
八
六)

、
年
が
明
け
て
祐
経
と
対
面
し
た
の
は
文
治
三
年

(

一
一
八
七)

、

箱
王
十
四
歳
の
正
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
真
名
本
で
も
、
こ
の
歳
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
を
、｢

文
治
二
年
丁
未
年
十
二
月
下
旬
の
こ
ろ｣

、

｢

文
治
三
年
戊
申
正
月
十
五
日｣

(

巻
四)

と
記
す
。
箱
王
の
年
齢
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
真
名
本
と
仮
名
本
に
異
同
は
な
い
と
み
て
お

く
。
頼
朝
の
二
所
詣
記
事
は
、『
吾
妻
鏡』

に
も
見
え
る
が
、『

吾
妻
鏡』

に
よ
る
と
頼
朝
の
箱
根
参
詣
は
、
文
治
四
年
正
月
二
十
日
の
こ
と
と

し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
文
治
四
年

(
一
一
八
八)

と
な
る
と
、
箱
王
十
五
歳
。
十
分
に
元
服
し
て
い
て
も
よ
い
年
齢
で
あ
る
。『

吾
妻
鏡』

の

記
事
を
信
用
す
る
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
真
名
本
を
見
て
み
る
と
、｢

文
治
二
年
丁
未
年｣

｢

文
治
三
年
戊
申｣

に
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

正
し
く
は
、
文
治
二
年
は

｢

丙
午｣

、
同
三
年

｢
丁
未｣

で
あ
り
、｢

戊
申｣

と
な
る
の
が
文
治
四
年
で
あ
る
。
干
支
に
基
づ
け
ば
、
真
名
本
と

『

吾
妻
鏡』

は
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
あ
た
り
の
混
乱
が
、
こ
れ
ら
の
異
同
の
背
景
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
な
か
で
、
仮
名
本
が

｢

十
三
歳｣

と
い
う
表
示
を
選
択
し
た
と
こ
ろ
に
仮
名
本
の
意
図
を
汲
む
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か

(

な
お
、
仮
名
本
は
、
歳
末
に
十
三
歳

で
あ
る
こ
と
を
記
し
た
あ
と
、
年
明
け
の
場
面
に
年
齢
の
表
示
は
な
い)

。『

曽
我
物
語』

で
は
、
祐
経
と
対
面
し
た
箱
王
は
、
隙
あ
ら
ば
祐
経

を
襲
お
う
と
し
て
い
る
が
、｢

大
の
男｣

で
あ
る
祐
経
が

｢

左
の
手
に
て
箱
王
が
肩
を
押
さ
へ
、
右
の
手
に
て
は
髪
を
か
き
撫
で｣

(

巻
四
・
箱

王
、
祐
経
に
会
ひ
し
事)

て
い
た
の
で
、
何
も
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。｢

十
三
歳｣

と
紹
介
さ
れ
た

(

年
が
改
ま
っ
て
い
る
の
で

十
四
歳
で
あ
る
は
ず
だ
が)

箱
王
と
、『

吾
妻
鏡』

に
よ
る
十
五
歳
と
で
は
、
だ
い
ぶ
様
相
が
異
な
る
だ
ろ
う
。
仮
名
本
は
、
こ
こ
で
も
や
は

り
、
幼、
い、
箱、
王、
を
印
象
づ
け
る
の
で
あ
る
。

箱
王
十
七
歳
。
出
家
を
嫌
い
箱
根
を
離
山
。
箱
根
を
出
奔
し
た
箱
王
は
、
兄
と
共
に
北
条
を
頼
り
、
時
政
を
烏
帽
子
親
と
し
て
元
服
す
る
。

仮
名
本

『

曽
我
物
語』

年
譜
考

一
一
九



建
久
元
年

(

一
一
九
〇)

に
あ
た
る
。
真
名
本
は
箱
根
離
山
を
同
年
九
月
上
旬
と
記
し

(

巻
四)

、
巻
五
冒
頭
で
は
、｢

建
久
元
年
戊
戌
神
無
月

中
半
の
こ
ろ｣

元
服
を
遂
げ
た
と
年
代
を
明
記
す
る
。
箱
王
が
北
条
時
政
の
も
と
で
元
服
し
た
件
は
、『

吾
妻
鏡』

同
年
九
月
七
日
条
に
見
え

る
。
母
の
命
に
背
い
て
元
服
し
た
箱
王
は
、
母
に
勘
当
さ
れ
る
。
そ
の
後
兄
弟
は
、
縁
者
の
間
に
止
宿
し
な
が
ら
過
ご
す
が
、
真
名
本
に
よ
る

と
、｢

月
の
二
月
三
月
は
馳
せ
過
ぎ
ぬ｣

、
仮
名
本
に
は

｢

二
三
日
、
四
五
日
づ
つ｣

と
あ
る
。
兄
弟
は
こ
の
後
、
異
父
兄
の
京
の
小
次
郎
に
協

力
を
依
頼
す
る
。
仮
名
本
で
は
、
こ
の
間
の
時
間
の
経
過
を
記
さ
な
い
が
、
真
名
本
で
は
、
兄
弟
が
京
の
小
次
郎
に
相
談
し
た
の
は
建
久
二
年

(

一
一
九
一)

十
月
中
半
の
頃
と
す
る
。

京
の
小
次
郎
に
は
拒
絶
さ
れ
、
さ
ら
に
小
次
郎
か
ら
話
を
聞
い
た
母
は
、
十
郎
を
呼
び
寄
せ
敵
討
ち
を
制
止
す
る
と
と
も
に
、
敵
討
ち
を
忘

れ
る
た
め
に
も

｢

思
は
し
き
者｣
を
も
う
け
る
よ
う
勧
め
る
。
母
の
こ
の
言
葉
を
受
け
て
出
会
う
の
が
、
大
磯
の
遊
女
、
虎
御
前
で
あ
る
。
仮

名
本
は
、
例
に
よ
っ
て
そ
の
年
代
を
記
さ
な
い
。
た
だ
、
十
七
歳
の
虎
の
も
と
に
、｢

秘
か
に
三
年
ぞ
通
ひ
け
る｣

(

巻
四
・
大
磯
の
虎
思
ひ
初

む
る
事)

と
記
し
て
い
る
。
巻
六
、
富
士
野
の
巻
狩
を
前
に
、
虎
と
別
れ
を
告
げ
る
際
に
も
三
年
と
い
う
数
字
が
見
え
る
の
で
、
祐
成
と
虎
と

の
交
情
は
三
年
間
と
い
う
理
解
で
よ
い
だ
ろ
う
。
祐
成
が
敵
討
ち
を
遂
げ
て
絶
命
す
る
二
十
二
歳
ま
で
の
三
年
間
と
考
え
る
と
、
虎
と
の
出
会

い
は
、
祐
成
二
十
歳
、
建
久
二
年
の
こ
と
と
し
て
矛
盾
は
な
い
。
真
名
本
で
は
、
虎
と
の
出
会
い
は
建
久
二
年
十
一
月
上
旬
、
祐
成
二
十
歳
の

時
と
明
記
し
て
お
り
、
仮
名
本
は
年
代
や
年
齢
を
記
さ
な
い
も
の
の
、
矛
盾
の
な
い
時
系
列
を
維
持
し
て
い
る
と
言
え
る
。
な
お
、
虎
に
つ
い

て
の
考
察
は
、
次
節
に
て
行
う
こ
と
と
す
る
。

引
き
続
き
、
物
語
に
沿
っ
て
時
間
を
追
っ
て
い
く
と
、
浅
間
・
三
原
野
・
那
須
野
の
巻
狩
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
に
、
大
磯
宿
で
工
藤
祐
経
と

遭
遇
し
、
祐
成
が
三
浦
義
村
や
、
三
浦
別
当
義
澄
の
家
来
た
ち
と
、
女
性
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
る
と
い
う
出
来
事
が

起
こ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
も
、
物
語
の
外
部
に
日
付
の
根
拠
を
求
め
ら
れ
る
話
題
で
は
な
い
。
仮
名
本
で
は
、
や
は
り
こ
の
北
関
東
を

め
ぐ
る
巻
狩
の
期
日
も
記
さ
な
い
が
、『

吾
妻
鏡』

に
よ
る
と
、
建
久
四
年

(

一
一
九
三)

三
月
二
十
一
日
に
、
北
関
東
の
巻
狩
の
た
め
に
頼

朝
一
行
は
鎌
倉
を
発
っ
て
い
る
。
仮
名
本
に
は
、
祐
成
が
虎
を
伴
い
曽
我
の
里
で
過
ご
し
た
の
を

｢

五
月
は
じ
め
の
事｣

と
す
る
が
、
こ
の
間

一
二
〇



の
五
月
上
旬
は
建
久
三
年

(

一
一
九
二)

に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
真
名
本
で
は
、
大
磯
宿
で
工
藤
祐
経
に
遭
遇
し
た
の
を
建

久
四
年
四
月
中
旬
と
し
て

『

吾
妻
鏡』

と
齟
齬
を
来
す
が
、
真
名
本
の
中
で
は
同
年
四
月
下
旬
に
北
関
東
の
狩
へ
出
発
す
る
と
記
し
て
い
る
の

で
問
題
は
な
い
。
な
お
、
こ
の
祐
経
と
の
遭
遇
は
、
和
田
義
盛
の
酒
席
に
招
か
れ
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
す
る
。
仮
名
本
は
、
こ
の
大

磯
宿
で
の
義
盛
と
の
酒
席
を
、
い
わ
ゆ
る

｢

和
田
酒
盛｣

と
し
て
脚
色
を
加
え
た
わ
け
で
あ
る
。

『

吾
妻
鏡』

に
よ
る
と
、
頼
朝
の
鎌
倉
帰
還
は
同
年
四
月
二
十
八
日
。
真
名
本
で
は
、
五
月
上
旬
に
宇
都
宮
に
入
り
、
三
日
の
逗
留
の
後
に

那
須
野
に
出
て
、
狩
を
す
る
こ
と
七
日
、
法
王
宿

(

５)

・
品
川
宿
を
経
て
、
二
、
三
日
を
か
け
て
鎌
倉
へ
戻
っ
て
き
た
と
す
る
。
少
な
く
見
積
も
っ

て
も
、
五
月
の
下
旬
に
入
ろ
う
か
と
い
う
日
取
り
と
な
ろ
う
。
兄
弟
の
敵
討
ち
事
件
は
、
そ
の
五
月
二
十
八
日
で
あ
る
。
北
関
東
を
め
ぐ
る
巻

狩
で
、
な
ん
ら
成
果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
兄
弟
で
あ
っ
た
が
、
曽
我
の
里
へ
帰
る
と
、
引
き
続
き
富
士
野
で
巻
狩
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
知
る
。

こ
の
、
北
関
東
の
巻
狩
か
ら
富
士
野
へ
発
つ
間
に
、
三
浦
与
一
に
協
力
を
求
め
て
断
ら
れ
、
仮
名
本
で
は
、
そ
の
三
浦
か
ら
の
帰
り
道
、
祐
成

と
別
れ
た
後
の
時
致
が
梶
原
景
季
に
女
性
を
め
ぐ
っ
て
因
縁
を
付
け
ら
れ
た
と
記
す

(

巻
五
・
五
郎
、
女
に
情
け
か
け
し
事)

。
時
致
と
そ
の

女
性

(

化
粧
坂
の
女)

と
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
過
去
に
お
い
て
交
際
を
し
て
い
た
と
あ
る
の
で
、
そ
の
交
際
期
間
は
、
兄
が
虎
と
出
会
っ
た
建

久
二
年
か
ら
北
関
東
の
巻
狩
ま
で
の
間
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
方
、
三
浦
か
ら
の
帰
り
道
で
時
致
と
別
れ
た
祐
成
は
、
大
磯
の
虎
の
も
と
を
訪

れ
る
が
、
そ
こ
で
和
田
義
盛
と
の
盃
論
の
騒
動
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
酒
席
で
の
窮
地
を
時
致
と
共
に
脱
し
た
祐
成
は
、
虎
を
伴
っ

て
曽
我
の
里
へ
帰
り
、｢

頃
さ
へ
五
月
の
短
夜｣

(

巻
六
・
曽
我
に
て
虎
が
名
残
惜
し
み
し
事)

に
、
虎
に
真
実
を
打
ち
明
け
て
最
後
の
別
れ
を

告
げ
る
。

富
士
野
の
巻
狩
へ
の
出
発
を
前
に
、
兄
弟
は
、
母
の
も
と
に
向
か
い
、
時
致
の
勘
当
を
解
い
て
も
ら
う
。
幸
若

｢

小
袖
曽
我｣

で
知
ら
れ
る

場
面
で
あ
る
。
建
久
四
年
五
月
も
下
旬
に
な
ろ
う
か
と
い
う
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
兄
弟
は
、
宿
所
に
帰
り
、
辞
世
の
歌
を
詠
み
、
そ
れ
ぞ
れ

｢

祐
成
生
年
二
十
二｣

｢

時
致
生
年
二
十｣

と
し
た
た
め
て
い
る
。

曽
我
の
里
を
発
っ
た
兄
弟
は
、｢

五
月
雨
雲
の
晴
れ
間｣

(

巻
六
・
母
の
勘
当
許
さ
れ
し
事)

に
故
郷
を
振
り
返
り
つ
つ
、
箱
根
を
経
由
し
て

仮
名
本

『

曽
我
物
語』

年
譜
考

一
二
一



富
士
野
を
め
ざ
す
。
途
中
、
鞠
子
川

(

酒
匂
川)

を
渡
る
際
に
も
、｢

五
月
雨
に
浅
瀬
も
知
ら
ぬ
鞠
子
川
波
に
争
ふ
我
が
涙
か
な｣

(

巻
七
・
鞠

子
川
の
事)

と

｢

五
月｣

を
歌
に
読
み
込
ん
で
い
る
。

建
久
四
年
五
月
二
十
八
日
の
夜
、
兄
弟
は
つ
い
に
敵
討
ち
を
成
し
遂
げ
る
。｢

頃
し
も
、
五
月
二
十
八
日
の
夜
な
り
け
れ
ば
、
暗
さ
は
暗
し
。

降
る
雨
は
車
軸
の
ご
と
く
な
り｣

(

巻
九
・
十
番
斬
り
の
事)

と
い
う
記
述
は
、
真
名
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
祐
成
は
、
事
件
当
夜
の

う
ち
に
仁
田
忠
常
に
討
ち
取
ら
れ
る
。
仮
名
本
は
、
そ
の
最
期
を
、｢

生
年
二
十
二
歳
に
し
て
、
建
久
四
年
五
月
二
十
八
日
の
夜
半
ば
か
り
に
、

駿
河
国
富
士
の
裾
野
の
露
と
消
え
に
け
り｣

(

巻
九
・
十
郎
討
ち
死
に
の
事)

と
記
す
。
時
致
は
事
件
当
夜
に
捕
縛
、
翌
五
月
二
十
九
日
に
尋

問
を
受
け
た
後
、
処
刑
さ
れ
る
。
刑
の
執
行
は
、
こ
の
敵
討
ち
事
件
で
自
身
の
訴
訟
が
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
恨
む
筑
紫
忠
太
な
る
者
が
、

｢

わ
ざ
と
太
刀
に
て
は
斬
ら
で
、
苦
痛
を
さ
せ
ん
た
め
に
、
鈍
き
刀
に
て
、
掻
き
首
に｣

(

巻
十
・
五
郎
が
斬
ら
る
る
事)

し
た
と
記
し
て
い
る
。

二
、
虎
御
前

大
磯
の
遊
女
に
し
て
十
郎
祐
成
の
恋
人
で
あ
り
、
兄
弟
亡
き
後
も
そ
の
菩
提
を
弔
っ
た
虎
御
前
が
、
物
語
に
登
場
す
る
の
は
巻
四
か
ら
で
あ

る
。｢

大
磯
の
長
者
の
女
、
虎
と
い
ひ
て
、
十
七
歳
に
な
り
け
る
遊
君
を
、
祐
成
、
年
頃
思
ひ
初
め
て
、
秘
か
に
三
年
ぞ
通
ひ
け
る｣

(

巻
四
・

大
磯
の
虎
思
ひ
初
む
る
事)

、
ま
た
、
祐
成
が
虎
に
最
後
の
別
れ
を
告
げ
る
と
こ
ろ
で
、｢

何
と
な
く
申
し
契
り
て
、
時
の
間
と
思
へ
ど
も
三
年

に
な
り
ぬ｣

(

巻
六
・
曽
我
に
て
虎
が
名
残
惜
し
み
し
事)

と
あ
る
よ
う
に
、
二
人
が
共
に
過
ご
し
た
の
は
、
祐
成
が
討
ち
死
に
す
る
ま
で
の

三
年
間
で
あ
り
、
そ
の
出
会
い
は
建
久
二
年

(

一
一
九
一)

、
そ
の
時
虎
御
前
は
十
七
歳
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
虎
の
生
年
は
安
元
元
年

(

一
一
七
五)

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
真
名
本
で
は
、
寅
の
年
の
寅
の
日
の
寅
の
時
に
生
ま
れ
た
の
で
、
名
を
三
虎
御
前
と
呼
ん
だ

と
あ
る
。
た
だ
し
、
安
元
元
年
は
寅
年
で
は
な
い
。
仮
名
本
に
は
そ
も
そ
も
こ
の
記
述
が
な
い
。
と
も
あ
れ
、
建
久
二
年
に
十
七
歳
と
い
う
こ

と
を
基
準
と
し
て
、
虎
御
前
の
年
譜
を
追
っ
て
い
く
と
、
祐
成
が
世
を
去
っ
た
建
久
四
年

(
一
一
九
三)

に
虎
御
前
は
、
十
九
歳
と
い
う
こ
と

一
二
二



に
な
る
。

｢
建
久
四
年
長
月
上
旬
の
頃｣

(

巻
十
一
・
虎
、
曽
我
へ
来
た
り
し
事)

、
一
人
の
尼
が
曽
我
の
里
を
訪
れ
た
と
仮
名
本
に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
尼
こ
そ
が
か
つ
て
祐
成
の
恋
人
だ
っ
た
虎
御
前
で
あ
る
。
虎
尼
は
、
大
磯
に
て
兄
弟
の
百
箇
日
の
法
要
を
行
お
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
箱

根
に
て
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
や
っ
て
来
た
と
言
う
。
兄
弟
の
命
日
は
五
月
二
十
八
日
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
九
月
上
旬
頃
に
百
箇
日

と
い
う
の
は
整
合
性
が
あ
る
。
真
名
本
で
は
、
虎
御
前
は
、
箱
根
で
の
百
箇
日
の
法
要
を
機
に
出
家
す
る
べ
く
、
曽
我
の
里
を
訪
れ
る
。
法
要

を
終
え
た
虎
御
前
は
、
箱
根
別
当
を
戒
師
と
し
て
、｢

生
年
十
九
歳
と
申
す
建
久
四
年
九
月
八
日
に｣

出
家
を
遂
げ
た
と
記
し
て
い
る
。
仮
名

本
の
虎
は
す
で
に
出
家
し
て
い
る
の
で
、
箱
根
で
の
出
家
の
記
事
は
な
い
。

仮
名
本
に
よ
る
と
、
箱
根
で
の
仏
事
を
終
え
た
虎
尼
は
、
兄
弟
の
最
期
の
地
、
井
出
の
屋
形
を
訪
れ
、
次
い
で
手
越
の
宿
に
、
遊
女
仲
間
だ
っ

た
手
越
の
少
将
を
訪
ね
る
。
少
将
は
出
家
姿
の
虎
を
見
て
、
自
ら
も
出
家
す
る
。
二
十
七
歳
と
あ
る
の
で
、
虎
尼
に
と
っ
て
は
姉
の
よ
う
な
存

在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
後
二
人
は
連
れ
立
っ
て
信
濃
国
善
光
寺
に
一
、
二
年
籠
も
り
、
上
京
し
て
法
然
上
人
の
法
門
を
受
け
た
と
記
す
。

そ
し
て
二
人
は
故
郷
に
戻
り
、
大
磯
の
高
麗
寺
の
奥
に
草
庵
を
結
び
、
念
仏
三
昧
の
日
々
を
送
っ
た
と
い
う
。
二
人
が
大
磯
に
草
庵
を
結
ん
だ

の
は
、
建
久
六
年

(

一
一
九
五)

の
頃
の
こ
と
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
仮
名
本
で
は
時
が
流
れ
、
七
回
忌
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
正
治

二
年

(

一
二
〇
〇)

の
五
月
で
あ
る
。

こ
の
間
の
こ
と
は
真
名
本
に
詳
し
い
。
箱
根
で
の
仏
事
の
あ
と
、
虎
尼
は
井
出
の
屋
形
を
訪
れ
、
引
き
続
き
、
熊
野
を
は
じ
め
と
し
て
畿
内

の
寺
々
を
め
ぐ
る
。
天
王
寺
に
参
詣
中
に
、
敵
討
ち
事
件
で
命
を
落
と
し
た
王
藤
内
の
妻
と
会
う
。
王
藤
内
の
妻
も
尼
と
な
っ
て
お
り
、
二
人

は

｢

正
、
二
月
の
程｣

(

巻
十)

は
、
駿
河
国
の
諸
寺
を
共
に
め
ぐ
っ
た
と
あ
る
。
建
久
五
年
の
こ
と
と
解
せ
る
。
王
藤
内
の
妻
と
別
れ
た
虎

尼
は
、
三
嶋
大
社
に
参
詣
、｢

三
月
十
五
日｣

に
は
再
び
箱
根
を
訪
れ
、｢

五
月
十
八
日｣

に
曽
我
の
里
へ
入
り
、
建
久
五
年
五
月
二
十
八
日
、

兄
弟
の
一
周
忌
の
法
要
に
参
列
し
て
い
る
。
一
周
忌
の
法
要
の
あ
と
、
虎
尼
は
単
身
善
光
寺
へ
向
か
う
。｢

六
月
十
三
日｣

に
は
関
戸
宿
を
通

過
し
た
と
見
え
る
。
善
光
寺
で
虎
尼
は
京
の
小
次
郎

(

事
件
後
に
別
件
で
命
を
落
と
し
て
い
る)

の
妻
と
出
会
い
、｢

十
日
ば
か
り｣

共
に
過

仮
名
本

『

曽
我
物
語』

年
譜
考

一
二
三



ご
し
た
後
、
上
野
、
下
野
、
下
総
、
武
蔵
と
国
々
を
め
ぐ
り
、
三
回
忌
に
あ
わ
せ
て
曽
我
の
里
に
戻
っ
た
。
建
久
七
年

(

一
一
九
六)

五
月
に

な
っ
て
い
る
。
真
名
本
で
は
、
こ
の
三
回
忌
を
機
に
兄
弟
の
母
が
出
家
。
養
父
曽
我
太
郎
祐
信
も
、
家
督
を
実
子
に
譲
り
、
出
家
を
遂
げ
て
い

る
。
そ
し
て
真
名
本
に
よ
る
と
、
正
治
元
年

(

一
一
九
九)

五
月
二
十
八
日
、
兄
弟
の
命
日
に
、
母
は
大
往
生
を
遂
げ
た
と
す
る
。
虎
尼
は
そ

の
後
、
再
び
井
出
の
屋
形
を
訪
れ
、
神
と
祝
わ
れ
た
兄
弟
の
社
を
参
拝
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
仮
名
本
は
省
略
し
て
い
る
。

仮
名
本
で
は
、
兄
弟
の
母

(

仮
名
本
で
は
未
だ
存
命)

が
二
宮
の
姉
を
呼
び
出
し
、
廻
国
修
行
を
終
え
た
虎
尼
が
、
大
磯
、
高
麗
寺
の
奥
に

草
庵
を
結
び
、
七
回
忌
の
追
善
供
養
を
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
訪
問
し
よ
う
と
誘
い
、
虎
尼
と
少
将
の
草
庵
を
訪
れ
て
い
る
。
正
治
二
年

(

一
二
〇
〇)

の
五
月
二
十
八
日
、
二
十
六
歳
と
な
っ
て
い
た
虎
尼
の
様
子
は
、｢

未
だ
三
十
に
も
な
ら
ざ
る
者
が
、
事
の
外
に
痩
せ
衰
へ
、
い

つ
し
か
老
ひ
の
姿
に
う
ち
見
え｣

(
巻
十
二
・
母
と
、
二
宮
の
姉
、
大
磯
へ
尋
ね
行
き
し
事)

た
と
記
す
。
兄
弟
の
母
は
、
虎
尼
と
の
再
会
の

後
、
齢

｢

六
十
の
暮
れ
方｣

(

巻
十
二
・
母
、
二
宮
、
行
き
別
れ
し
事)

に
、
往
生
を
遂
げ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
虎
尼
と
少
将
、
二
人
の
尼
は
、｢
七
旬
の
齢
た
け
、
五
月
の
末
つ
方｣

(

同)

に
大
往
生
を
遂
げ
た
と
記
す
。｢

七
旬｣

を
七
十
歳

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
寛
元
二
年

(

一
二
四
四)
の
こ
と
と
な
る
。
ち
な
み
に
真
名
本
で
は
、
虎
尼
は
六
十
四
歳
で
世
を
去
っ
た
と
記
す
。
虎
御

前
六
十
四
歳
、
暦
仁
元
年

(

一
二
三
八)

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
真
名
本
で
は
、｢

そ
も
そ
も
建
久
四
年
九
月
上
旬
に
箱
根
の
御
山
に
て
出
家

し
て
後
、
十
九
歳
の
冬
の
こ
ろ
よ
り
六
十
四
歳
の
今
に
至
る
ま
で
四
十
余
年
の
勤
行｣

(

巻
十)

と
も
記
し
て
い
る
。

三
、
工
藤
祐
経

工
藤
祐
経
の
生
年
に
つ
い
て
は
資
料
に
見
い
だ
せ
ず
、
建
久
四
年
五
月
二
十
八
日
に
、
曽
我
兄
弟
の
敵
と
し
て
討
た
れ
た
際
の
享
年
は
判
然

と
し
な
い
。
い
く
つ
か
の
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
近
時
の
考
証
と
し
て
は
、
坂
井
孝
一
氏
の
論
が

あ
る

(

６)

。
氏
は
、
真
名
本

『

曽
我
物
語』

や
平
安
末
期
の
記
録
類
か
ら
、
祐
経
が

｢

十
四
歳｣

(
真
名
本)

に
て
上
洛
し
、
平
重
盛
の
見
参
に
入
っ

一
二
四



た
の
は
、
清
盛
・
重
盛
父
子
に
昇
進
の
慶
事
が
あ
っ
た
仁
安
二
年

(

一
一
六
七)

の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
し
、
そ
れ

を
基
準
と
し
て
祐
経
の
生
年
・
享
年
を
算
出
し
て
い
る
。
氏
の
考
証
に
よ
る
と
、
祐
経
の
享
年
は
四
十
歳
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
真
名
本
お

よ
び
記
録
類
に
基
づ
く
考
証
と
し
て
是
認
し
た
う
え
で
、
本
稿
で
は
、
仮
名
本

『

曽
我
物
語』

に
見
え
る
記
述
に
基
づ
い
て
、
仮
名
本
の
祐
経

の
年
譜
を
作
成
し
て
み
た
い
と
思
う
。

仮
名
本
巻
一
、｢
同
じ
く
伊
東
が
死
す
る
事｣

｢

伊
東
次
郎
と
祐
経
が
争
論
の
事｣

に
は
、
祐
経
の
年
齢
が
集
中
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
祐
経
父
祐
継
が
没
し
た
時
に
九
歳

(

童
名
金
石)

、
十
五
歳
に
て
元
服
、
祐
親
娘
万
劫
と
結
婚
、
そ
の
年
に
上
京
し
て
武
者
所
に

祗
候
、
二
十
一
歳
に
し
て
武
者
所
一
臈
、
二
十
五
歳
に
し
て
実
母
が
他
界
し
地
券
文
書
を
見
て
自
分
の
領
地
が
祐
親
に
横
領
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
知
る
。
祐
経
は
京
都
で
荘
園
領
主
に
訴
え
る
も
、
下
さ
れ
た
折
半
と
い
う
裁
決
を
不
服
と
し
、
家
臣
に
祐
親
父
子
暗
殺
の
命
令
を
下
す
、
と

い
う
流
れ
で
あ
る
。
年
齢
の
推
移
は
判
明
す
る
が
、
具
体
的
な
年
代
が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
が
い
つ
の
こ
と
か
分
か
ら
な
い
の
で

あ
る
。
こ
の
辺
り
に
つ
い
て
は
、
真
名
本
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
仮
名
本
に
お
い
て
増
補
さ
れ
た
と
思
し
き
祐
経
の
訴
状
に

は
、｢

仁
安
二
年
三
月
日｣

と
そ
の
期
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
仮
名
本
は
、
祐
経
が
起
こ
し
た
訴
訟
を
よ
り
具
体
的
に
描
く
た
め
に
、
も
っ
と

も
ら
し
い
訴
状
形
式
の
文
書
を
挿
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
期
日
は
、
な
に
が
し
か
の
根
拠
か
、
あ
る
い
は
矛
盾
の
な
い

日
取
り
が
選
ば
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
仁
安
二
年

(

一
一
六
七)

は
六
条
朝
、
後
白
河
上
皇
が
院
政
を
敷
き
、
同
年
二
月
に
は
平
清
盛
が
従
一
位

太
政
大
臣
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
平
家
が
中
央
政
権
で
大
き
な
権
力
を
握
り
は
じ
め
た
年
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
訴
状
が
提
出
さ
れ
た
年
、
祐
経

は
二
十
五
歳
だ
っ
た
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
仁
安
二
年
の
訴
状
に
、
気
が
か
り
な
記
述
は
あ
る
。｢(

祐
継
が
没
し
た
当
時)

祐
経
は
、
生
年
九
歳
な
り
き
。
叔
父
河
津
次
郎
に
、
地

券
文
書
、
母
と
も
に
預
け
置
き
て
、
八
箇
年
の
春
秋
を
送
る｣

と
あ
る
部
分
だ
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
訴
状
執
筆
当
時
十
七
歳
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。
仮
名
本
諸
本
に
大
き
な
異
同
は
見
ら
れ
ず
、
不
審
が
残
る
部
分
で
あ
る
が
、
こ
の
場
面
に
続
く
、
所
領
折
半
の
判
決
を
受
け

た
と
こ
ろ
で
祐
経
の
こ
と
ば
に
、｢

十
五
よ
り
本
所
に
参
り
、
日
夜
朝
暮
給
仕
を
い
た
し
、
今
年
八
箇
年
か
と
お
ぼ
ゆ
る
に｣

(

古
活
字
本
は

仮
名
本

『

曽
我
物
語』

年
譜
考

一
二
五



｢
八
年
か
九
年
か｣

と
す
る)

と
見
え
、
こ
の

｢

八
箇
年｣

を
、
上
京
し
て
か
ら
の
年
数
と
読
む
な
ら
ば
、
二
十
五
歳
と
い
う
年
齢
に
整
合
性

が
増
し
て
く
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
九
歳
の
遺
児
金
石

(

後
の
祐
経)

を
引
き
取
っ
て
養
育
し
た
祐
親
が
、
祐
経
を
十
五
歳
で
元
服
、
妻
帯

さ
せ
、
京
都
へ
上
ら
せ
た
時
点
で
伊
東
荘
の
横
領
が
完
了
し
た
と
し
て
、｢

祐
継
存
生
の
時
よ
り
、
執
心
深
く
し
て
、
い
か
に
も
こ
の
所
を
祐

親
拝
領
に
せ
ん
と
、
多
年
心
に
か
け
、
す
で
に
十
余
年
知
行
の
所
な
り｣

と
い
う
記
述
と
も
計
算
が
合
う
。

右
の
訴
状

(
し
か
も
そ
れ
は
物
語
上
の
創
作
文
書)

に
記
さ
れ
た
年
限
を
基
準
と
す
る
と
、
仮
名
本
に
お
け
る
祐
経
の
年
譜
が
組
み
上
が
っ

て
い
く
。
父
の
祐
継
が
没
し
た
の
は
仁
平
元
年

(

一
一
五
一)

、
祐
経
元
服
・
妻
帯
・
上
京
は
保
元
二
年

(

一
一
五
七)

、
そ
し
て
そ
の
享
年
は
、

五
十
一
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
幼
い
兄
弟
の
存
在
を
頼
朝
に
告
げ
て
命
を
奪
お
う
と
し
た
当
時
、
寿
永
元
年
、
四
十
歳
。
頼
朝

の
箱
根
参
詣
に
随
行
し
、
箱
王
の
目
に
、｢

こ
の
者
は
、
よ
き
男
に
て
あ
り
け
る
や
。
三
十
二
三
に
ぞ
な
る
ら
ん
。
自
ら
が
父
に
や
似
た
る｣

(

巻
四
・
箱
王
、
祐
経
に
会
ひ
し
事)
と
映
っ
た
当
時
、
文
治
三
年
に
は
四
十
五
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
箱
王
の
見
立
て
は
真
名
本

に
も
見
え
る
。
先
に
紹
介
し
た
坂
井
氏
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
当
時
祐
経
は
三
十
四
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
箱
王
の
見
立
て
も
あ
な
が
ち

誤
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
仮
名
本
に
お
け
る
祐
経
は
も
う
少
し
年
配
と
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
仮
名
本
は
そ
れ
を
知
っ
て
か
知
ら

ず
か
、
箱
王
の
見
立
て
を
改
変
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
祐
経
を
三
十
代
と
見
立
て
る
こ
と
で
、
亡
き
父
河
津
三
郎
を
想
起
し
や
す
く
す
る
効

果
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

ま
と
め

こ
の
他
、
兄
弟
の
実
弟
御
房
、
後
の
伊
東
禅
師
や
、
異
父
姉
二
宮
の
姉
、
ま
た
、
兄
弟
へ
の
助
力
を
拒
絶
し
た
異
父
兄
京
の
小
次
郎
や
三
浦

与
一
ら
の
そ
の
後
も
、
年
譜
の
上
に
お
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
確
認
さ
れ
た
い
。

さ
て
、
こ
う
し
て
年
譜
に
落
と
し
込
ん
で
み
る
と
、
時
間
の
流
れ
は
均
質
化
し
、
相
対
化
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
表
現
さ

一
二
六



れ
た
作
品
中
に
流
れ
る
時
間
が
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
仮
名
本
は
物
語
の
前
半
に
お
い
て
、
兄
弟
の
幼、
さ、
を
強
調
す
る
。
一
方
、
工
藤
祐

経
は
お
そ
ら
く
実
際
よ
り
も
年
齢
が
上
で
あ
る
よ
う
に
読
め
る
よ
う
に
描
く
。
端
的
な
例
と
し
て
は
、
箱
根
で
箱
王
と
祐
経
が
対
面
し
た
場
面

が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
考
証
に
よ
っ
て
は
、
箱
王
十
五
歳
、
祐
経
三
十
四
歳
と
も
な
る
の
だ
が
、
仮
名
本
で
は
十
三
歳
の
箱
王
が
、
四
十
五
歳
の

祐
経
に
頭
を
撫
で
ら
れ
、
何
も
で
き
ず
に
悔
し
い
思
い
を
す
る
の
で
あ
る
。
小
さ
く
弱
き
者
が
、
大
き
く
強
き
者
に
挑
む
と
い
う
対
比
を
、
よ

り
鮮
明
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
虎
御
前
が
兄
弟
を
弔
う
時
間
は
長
く
な
っ
て
い
く
。
す
べ
て
こ
れ
ら
は
、
仮
名
本
が
求
め
た
設
定
な

の
で
あ
る
。

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
仮
名
本
は
、
真
名
本
に
比
し
て
年
代
表
記
が
著
し
く
少
な
い
。
そ
れ
で
も
、
人
物
の
年
齢
に
よ
っ
て
、
大
概
の

と
こ
ろ
を
時
系
列
と
し
て
並
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
真
名
本
は
、
い
く
つ
か
の
誤
謬
も
含
み
な
が
ら
、
事
あ
る
ご
と
に
そ
の
年
代
を
記
し
な
が

ら
物
語
を
進
行
し
て
い
く
。
こ
の
相
違
も
、
真
名
本
と
仮
名
本
、
そ
れ
ぞ
れ
が
指
向
す
る
作
品
世
界
の
相
違
と
言
え
よ
う
。
年
代
を
記
す
こ
と

は
す
な
わ
ち
、
こ
の
事
件
を
歴
史
、
通
史
の
中
で
巨
視
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
い
う
真
名
本
の
意
思
で
あ
る
。
一
方
の
仮
名
本
は
、
人
物
、
特

に
兄
弟
の
年
齢
表
示
を
軸
に
、
一
代
記
的
に
物
語
が
進
行
す
る
。〝

頼
朝
の
時
代〞

で
あ
る
こ
と
は
前
提
と
し
な
が
ら
、
兄
弟
の
物
語
と
し
て

微
視
的
に
事
件
を
描
こ
う
と
す
る
意
思
で
あ
る
。
仮
名
本
が
御
伽
草
子
的
な
世
界
を
湛
え
て
い
る
の
は
こ
う
し
た
時
間
進
行
の
把
握
に
も
よ
る

の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
仮
名
本
に
基
づ
い
て

『

曽
我
物
語』

の
年
譜
を
作
成
し
、
そ
の
過
程
で
重
ね
た
考
察
を
述
べ
て
み
た
。
仮
名
本

『

曽
我
物
語』

の
読

解
の
一
助
と
な
る
な
ら
幸
い
で
あ
る
。

注

(

１)

刑
部
久

｢『

曽
我
物
語』

の
年
・
月
・
日
・
時

記
事
の
整
理
と
比
較｣

(｢

古
典
遺
産｣

39
・
40
、
一
九
八
八
年
十
二
月
・
一
九
九
〇
年
三
月)

(

２)

梶
原
正
昭
・
野
中
哲
照
・
大
津
雄
一

校
註
・
訳

『

曾
我
物
語』

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
53

(

小
学
館
、
二
〇
〇
二
年)

仮
名
本

『

曽
我
物
語』

年
譜
考

一
二
七



(

３)

年
齢
は

｢

数
え
年｣

に
よ
る
。

(
４)

十
行
古
活
字
本
以
前
の
仮
名
本
の
多
く
が
河
津
を
こ
の
よ
う
に
紹
介
し
、
対
戦
相
手
の
俣
野
五
郎
を

｢

さ
し
肩
に
し
て
、
か
ほ
骨
あ
れ
て
首
ふ
と
く
、

頭
小
さ
く
裾
ふ
く
ら
に
、
後
ろ
の
折
骨
、
臍
の
下
へ
差
し
込
み
、
力
士
な
り
に
し
て
、
丈
は
五
尺
八
分
、
年
は
三
十
二
な
り｣

と
紹
介
す
る
。
し
か
し
、

十
一
行
古
活
字
本
以
降
の
仮
名
本

(

本
稿
に
お
け
る
依
拠
本
を
含
む)

で
は
、
河
津
と
俣
野
の
描
写
が
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
河
津
の

享
年
は
三
十
二
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
記
述
に
河
津
の
穏
便
第
一
の
性
格
が
描
か
れ
て
お
り
、
一
方
、
俣
野
の
、
勝
負
を
不
服

と
し
て
言
い
が
か
り
を
つ
け
て
く
る
闘
争
的
な
描
出
を
考
え
る
と
、
十
行
古
活
字
本
以
前
の
、｢

菩
薩
な
り｣

の
河
津
と
、｢

力
士
な
り｣

の
俣
野
と
い

う
描
写
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
十
一
行
古
活
字
本
以
降
の
本
文
を
誤
り
と
し
て
排
し
、
十
行
古
活
字
本
の
記
述
を
採
用
し
た
。

(

５)

未
詳
。
二
本
松
康
宏
氏
は
、
こ
の
法
王
宿
を
現
栃
木
県
栃
木
市
大
平
町
榎
本
に
あ
っ
た
旧
榎
本
宿
に
比
定
し
て
い
る

(

同
氏

『

曽
我
物
語
の
基
層
と

風
土』

(

三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
九
年)

第
二
編
第
三
章)

。

(

６)

坂
井
孝
一

｢

中
世
東
国
武
士
団
の
婚
姻
政
策
―
伊
豆
国
伊
東
氏
を
主
な
素
材
と
し
て
―｣

(『

創
価
大
学
人
文
論
集』

19
、
二
〇
〇
七
年
三
月)

、

｢『

曽
我
物
語』

人
物
考
―
生
年
推
定
―｣

(『

創
価
大
学
人
文
論
集』

23
、
二
〇
一
一
年
三
月)

付
記

本
研
究
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費

(20K
00317)

お
よ
び
令
和
三
年
度
大
妻
女
子
大
学
戦
略
的
個
人
研
究
費

(S
2109)

の
助
成
を
受
け
た

も
の
で
す
。

一
二
八


